
平成 年 月 日 火曜日 鳥 取 県 公 報 （号外）第 号15 10 14 128 1

平成 年 月 日（火）

号外第 号
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公布 条例

◇ 鳥取県港湾管理条例 一部 改正 条例（ ）（空港港湾課）…………………………………

風俗営業等 規制及 業務 適正化等 関 法律施行条例 一部 改正 条例（ ）

（警察本部生活安全企画課）…………………………………………………………………………

鳥取県立高等学校等設置条例 一部 改正 条例（ ）（教育委員会事務局高等学校課）…

貸付金 返還 係 債務 免除 関 条例 一部 改正 条例（ ）（審査課）…………

鳥取県手数料徴収条例 一部 改正 条例（ ）（〃）…………………………………………

◇鳥取県港湾管理条例 一部 改正 条例

知事 、港湾施設 使用許可 申請 場合 、当該申請 係 行為 次 該当

認 、許可 。（第 条関係）

（ ） 港湾施設 損 、又 汚損 。

（ ） 港湾施設 能力 照 適当 。

（ ） 港湾 機能 妨 、又 低下 。

（ ）（ ） （ ） 掲 、港湾 開発、利用若 保全 支障 及 、又 及

。

港湾施設 、航路、泊地及 道路 通常使用 場合 、許可 要 。（第 条

関係）

他所要 規定 整備 行 。

施行期日等

（ ） 条例 、公布 日 施行 。

（ ） 所要 経過措置 講 。

◇風俗営業等 規制及 業務 適正化等 関 法律施行条例 一部 改正 条例

風俗営業 営業時間 特例 条例 定 地域 示 市道米子中央線 県道米子港線 改

。（第 条関係）

条例 、公布 日 施行 。

◇鳥取県立高等学校等設置条例 一部 改正 条例

新 鳥取県立鳥取緑風高等学校 鳥取市 設置 。（第 条関係）

条例 、平成 年 月 日 施行 。

◇貸付金 返還 係 債務 免除 関 条例 一部 改正 条例

看護職員養成施設 卒業 看護職員 業務 従事 施設 、一定 条件 満 看護職
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改正後 現行

児童福祉法 規定 指定 独立行政法人国立病院

機構 設置 医療機関

児童福祉法 規定 指定 国立療養所

独立行政法人国立重度知的障害者総合施設 園法

規定 施設

心身障害者福祉協会法 規定 福祉施設

の により された

の する

の により された

のぞみの に

する

に する

員修学資金 返還 係 債務 免除 一部 次 改 。

他所要 規定 整備 行 。

施行期日等

（ ） 条例 、公布 日 施行 。

（ ） 所要 経過措置 講 。

◇鳥取県手数料徴収条例 一部 改正 条例

貸金業 登録 係 手数料 額 件 円（現行 円） 引 上 。

（第 条関係）

貸金業 登録 更新 係 手数料 額 件 円（現行 円） 引 上

。（第 条関係）

肥料取締法 一部改正 伴 所要 規定 整備 行 。（第 条関係）

施行期日等

（ ） 条例 、平成 年 月 日 施行 。 、 、公布 日 施行

。

（ ） 所要 経過措置 講 。

鳥取県港湾管理条例 一部 改正 条例 公布 。

平成 年 月 日

鳥取県知事 片 山 善 博

鳥取県港湾管理条例 一部 改正 条例

鳥取県港湾管理条例（昭和 年鳥取県条例第 号） 一部 次 改正 。

次 表 改正前 欄中項及 号 表示 下線 引 項及 号（以下「移動項等」 。） 対応 同

表 改正後 欄中項及 号 表示 下線 引 項及 号（以下「移動後項等」 。） 存在 場合

、当該移動項等 当該移動後項等 、移動後項等 対応 移動項等 存在 場合 、当該移動後項

等（以下「追加項等」 。） 加 。

次 表 改正前 欄中下線 引 部分（項及 号 表示 除 。以下「改正部分」 。） 対応

同表 改正後 欄中下線 引 部分（項及 号 表示並 追加項等 除 。以下「改正後部分」 。）

存在 場合 、当該改正部分 当該改正後部分 改 、改正部分 対応 改正後部分 存在 場合

、当該改正部分 削 、改正後部分 対応 改正部分 存在 場合 、当該改正後部分 加 。
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改 正 後 改 正 前

（使用等 許可）

第 条 港湾施設 使用 者 、知事 許可

受 。 、航路、泊地及 道

路 通常使用 場合 、 限 。

知事 、前項 規定 基 許可 申請 場

合 、当該申請 係 行為 次 各号

該当 認 、前項 許可

。

（ ） 港湾施設 損 、又 汚損

。

（ ） 港湾施設 能力 照 適当

。

（ ） 港湾 機能 妨 、又 低下

。

（ ） 前各号 掲 、港湾 開発、利用

若 保全 支障 及 、又 及

。

第 項 許可 受 者 、当該許可 係 港湾施

設 工作物 他 設備 設置 、又 変更

、知事 許可 受

。

知事 、第 項及 前項 場合 、公益上必

要 、条件 。

（使用料）

第 条 第 条第 項又 第 項 許可 受 者（以

下「使用者」 。） 、別表第 定

、使用料 納付 。

及 略

（許可 取消 等）

第 条 知事 、次 各号 該当 、

第 条第 項又 第 項 許可 取消 、制限 、

又 原状 回復 命 。

（ ） 第 条第 項又 第 条 第 条 規定

違反 。

（ ） 第 条第 項 規定 許可条件 違反

。

（ ） 略

略

（罰則）

第 条 次 各号 該当 者 、 万円以

下 過料 処 。

（ ） 第 条第 項 許可 受 、港湾施設

使用 者

（使用 許可）

第 条 港湾施設 使用 者 、知事 許可

受 。 使用 場所 工作物

他 設備 設置 、又 変更

同様 。

知事 、前項 場合 、公益上必要

、条件 。

（使用料）

第 条 第 条第 項 許可 受 者（以下「使用者」

。） 、別表第 定 、使用

料 納付 。

及 略

（許可 取消 等）

第 条 知事 、次 各号 該当 、

港湾施設 使用 許可 取消 、制限 、又 原状

回復 命 。

（ ） 第 条第 項後段又 第 条 第 条

規定 違反 。

（ ） 第 条第 項 規定 許可条件 違反

。

（ ） 略

略

（罰則）

第 条 次 各号 該当 者 、 万円以

下 過料 処 。

（ ） 第 条第 項 許可 受 、港湾施設

使用 者又 同項 設備 設置 、若 変更
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（ ） 第 条第 項 許可 受 同項 設備

設置 、又 変更 者

（ ） 第 条第 項 規定 許可条件 違反

使用 者

（ ） 略

者

（ ） 第 条第 項 規定 許可条件 違反

使用 者

（ ） 略

改 正 後 改 正 前

（風俗営業 営業時間 特例）

第 条 略

略

法第 条第 項 午前 時 風俗営業 営

許容 特別 事情 地域 条例 定

地域 、接待飲食等営業、法第 条第 項第 号

屋及 同項第 号 営業 次 掲

地域 。

（ ） 略

（ ） 米子市角盤町二丁目、角盤町三丁目、朝日町、

尾高町、西倉吉町及 東倉吉町 区域 、国道

号、県道米子港線、市道角盤町三丁目 号線、市

道角盤町通 西線、市道尾高町通 線及 市道中町

灘町橋線 囲 区域

（風俗営業 営業時間 特例）

第 条 略

略

法第 条第 項 午前 時 風俗営業 営

許容 特別 事情 地域 条例 定

地域 、接待飲食等営業、法第 条第 項第 号

屋及 同項第 号 営業 次 掲

地域 。

（ ） 略

（ ） 米子市角盤町二丁目、角盤町三丁目、朝日町、

尾高町、西倉吉町及 東倉吉町 区域 、国道

号、市道米子中央線、市道角盤町三丁目 号線、

市道角盤町通 西線、市道尾高町通 線及 市道中

町灘町橋線 囲 区域

２ ３ ３

３ ３ ４

４

２ ３ ２

３

４

２

３ １ １

２ １ ７

８

１

２

９ １

４

２

３ １ １

２ １ ７

８

１

２

９ １

の を けないで の を

し は した

の による に して

した

した

の による に して

した

の の

の まで を むこと

が される な のある として で め

る は の

まあじゃん び の につき に げる

とする

び の のうち

り り び

によって まれた

の の

の まで を むこと

が される な のある として で め

る は の

まあじゃん び の につき に げる

とする

び の のうち

り り び

によって まれた

13 13

附 則

（施行期日）

条例 、公布 日 施行 。

（経過措置）

改正後 鳥取県港湾管理条例（以下「新条例」 。） 規定 、 条例 施行 日以後 行 新

条例第 条第 項又 第 項 許可 申請 適用 、同日前 行 改正前 鳥取県港湾管理条例第

条第 項 許可 申請 、 従前 例 。

風俗営業等 規制及 業務 適正化等 関 法律施行条例 一部 改正 条例 公布 。

平成 年 月 日

鳥取県知事 片 山 善 博

風俗営業等 規制及 業務 適正化等 関 法律施行条例 一部 改正 条例

風俗営業等 規制及 業務 適正化等 関 法律施行条例（昭和 年鳥取県条例第 号） 一部 次

改正 。

次 表 改正前 欄中下線 引 部分 同表 改正後 欄中下線 引 部分 改 。

附 則

条例 、公布 日 施行 。
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改 正 後 改 正 前

（鳥取県立高等学校 設置）

第 条 鳥取県立高等学校 次 設置 。

名 称 位 置

略

鳥取県立鳥取湖陵高等学校 鳥取市

鳥取県立鳥取緑風高等学校 鳥取市

略

（鳥取県立高等学校 設置）

第 条 鳥取県立高等学校 次 設置 。

名 称 位 置

略

鳥取県立鳥取湖陵高等学校 鳥取市

略

改 正 後 改 正 前

知事 、次 表 左欄 掲 貸付金 貸付 受

者（以下「借受者」 。） 同表 中欄 掲

免除 条件 適合 場合 、 同表 右欄 掲

免除 範囲内 返還 係 債務 免除

。

知事 、次 表 左欄 掲 貸付金 貸付 受

者（以下「借受者」 。） 同表 中欄 掲

免除 条件 適合 場合 、 同表 右欄 掲

免除 範囲内 返還 係 債務 免除

。

の

を のとおり する

の

を のとおり する

は の の に げる の けを け

た という が の に げる

の に する は それぞれ の に

げる の においてその に る を す

ることができる

は の の に げる の けを け

た という が の に げる

の に する は それぞれ の に

げる の においてその に る を す

ることができる

２ ２

鳥取県立高等学校等設置条例 一部 改正 条例 公布 。

平成 年 月 日

鳥取県知事 片 山 善 博

鳥取県立高等学校等設置条例 一部 改正 条例

鳥取県立高等学校等設置条例（昭和 年鳥取県条例第 号） 一部 次 改正 。

次 表 改正後 欄 表中太線 囲 部分 加 。

附 則

条例 、平成 年 月 日 施行 。

貸付金 返還 係 債務 免除 関 条例 一部 改正 条例 公布 。

平成 年 月 日

鳥取県知事 片 山 善 博

貸付金 返還 係 債務 免除 関 条例 一部 改正 条例

貸付金 返還 係 債務 免除 関 条例（昭和 年鳥取県条例第 号） 一部 次 改正 。

次 表 改正前 欄中下線 引 部分（以下「改正部分」 。） 当該改正部分 対応 同表 改

正後 欄中下線 引 部分 改 。

の を する をここに する

の を する

の を のように する

の の の の で まれた を える

この は から する

の に る の に する の を する をここに する

の に る の に する の を する

の に る の に する の を のように する

の の の が かれた という を に する の

の が かれた に める

15 10 14

39 21

15 11

15 10 14

44 35

鳥取県条例第 号

鳥取県条例第 号

64

65

１



平成 年 月 日 火曜日 鳥 取 県 公 報 （号外）第 号15 10 14 1286

貸付金 種類 免除 条件
免除
範囲

略

県内 看護職

員（保健師助産師看護

師法（昭和 年法律第

号。以下「法」

。）第 条、第

条、第 条又 第 条

規定 保健師、助

産師、看護師又 准看

護師 。以下同 。）

確保及 質 向上

資 、看護職員

養成施設（法第 条第

号 規定 文部科

学大臣 指定 学校

若 同条第 号

規定 厚生労働大臣

指定 保健師養成

所、法第 条第 号

規定 文部科学大臣

指定 学校若

同条第 号 規定

厚生労働大臣 指定

助産師養成所、法

第 条第 号 規定

文部科学大臣 指定

学校若 同条

第 号 規定 厚生

労働大臣 指定 看

護師養成所又 法第

条第 号 規定 文

部科学大臣 指定

学校若 同条第

号 規定 都道府県

知事 指定 准看護

師養成所 。以下

同 。） 在学 者

又 大学院 修士課程

看護 関

専門知識 修得

者 、将来県内

看護職員 業

務 従事

対 貸 付

資金

看護職員養成施

設（看護職員養成

施設 卒業 、

年（災害、疾病

他 得

理由 知事

必要 認

、知事 都

度定 期間。以

下 号及 次号

同 。）

以内 他 看護職

員養成施設 入学

場合 、当該

他 看護職員養成

施設） 卒業

日 年以内

当該看護職員養成

施設 卒業 資格

係 免許 取得

、 、当該免

許取得後直 次

掲 施設

看護職員 業

務（ （ ） 掲

施設

助産師 業務、

（ ） 掲 施設

保健師

業務 限 。）

従事 、引 続

年間 業務

従事

（ （ ） 掲

施設 業務 従事

場合

、当該業務 従

事 前 、病院、

診療所又 介護保

険法（平成 年法

律第 号）第

条第 項 規定

介護老人保健施

設（以下「介護老

人保健施設」

）

貸付金 種類 免除 条件
免除
範囲

略

県内 看護職

員（保健師助産師看護

師法（昭和 年法律第

号。以下「法」

。）第 条、第

条、第 条又 第 条

規定 保健師、助

産師、看護師又 准看

護師 。以下同 。）

確保及 質 向上

資 、看護職員

養成施設（法第 条第

号 規定 文部科

学大臣 指定 学校

若 同条第 号

規定 厚生労働大臣

指定 保健師養成

所、法第 条第 号

規定 文部科学大臣

指定 学校若

同条第 号 規定

厚生労働大臣 指定

助産師養成所、法

第 条第 号 規定

文部科学大臣 指定

学校若 同条

第 号 規定 厚生

労働大臣 指定 看

護師養成所又 法第

条第 号 規定 文

部科学大臣 指定

学校若 同条第

号 規定 都道府県

知事 指定 准看護

師養成所 。以下

同 。） 在学 者

又 大学院 修士課程

看護 関

専門知識 修得

者 、将来県内

看護職員 業

務 従事

対 貸 付

資金

看護職員養成施

設（看護職員養成

施設 卒業 、

年（災害、疾病

他 得

理由 知事

必要 認

、知事 都

度定 期間。以

下 号及 次号

同 。）

以内 他 看護職

員養成施設 入学

場合 、当該

他 看護職員養成

施設） 卒業

日 年以内

当該看護職員養成

施設 卒業 資格

係 免許 取得

、 、当該免

許取得後直 次

掲 施設

看護職員 業

務（ （ ） 掲

施設

助産師 業務、

（ ） 掲 施設

保健師

業務 限 。）

従事 、引 続

年間 業務

従事

（ （ ） 掲

施設 業務 従事

場合

、当該業務 従

事 前 、病院、

診療所又 介護保

険法（平成 年法

律第 号）第

条第 項 規定

介護老人保健施

設（以下「介護老

人保健施設」

）

の の
の

における

と

いう

は

に する

は

をいう じ

の び の に

するため

に する

の した

しくは に

する

の した

に

する

が した しく

は に す

る の

した

に す

る の

した しくは

に する

の した

は

に する

の した

しくは

に する

の した

をいう

じ に する
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において に する

を しよう

とする で

において の

に しようとする

ものに して し け

る

を し

そ

の やむを ない

により が

と めたとき

は がその

める

この び

において じ

に の

に

した は

の

を した

から に

の の

に る を

し かつ

ちに

に げる にお

いて の

イ に げ

る にあっては

の イ

に げる

にあっては

の に る

に し き

き その

に したとき

イ に げる

の に

する にあって

は に

する に

は

に す

る

とい

う｡ において
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は
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に
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が した しく

は に す

る の

した

に す

る の

した しくは

に する

の した

は

に する

の した

しくは

に する

の した

をいう

じ に する

は の

において に する

を しよう

とする で

において の

に しようとする

ものに して し け

る

を し

そ

の やむを ない

により が

と めたとき

は がその

める

この び

において じ

に の

に

した は

の

を した

から に

の の

に る を

し かつ

ちに

に げる にお

いて の

イ に げ

る にあっては

の イ

に げる

にあっては

の に る

に し き

き その

に したとき

イ に げる

の に

する にあって

は に

する に

は

に す

る

とい

う｡ において
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平成 年 月 日 火曜日 鳥 取 県 公 報 （号外）第 号15 10 14 128 7

看

護

職

員

修

学

資

金

年以上看護職員

業務 従事 場

合 限 。 場

合 、

施設

又 掲 施

設 該当

看護職員

業務 従事

期間 当該免

許取得後 、

当該 年間 期間

含

。）。

県内 施設

（ ）～（ ） 略

（ ） 児童福祉

法第 条第

項 規定

指定

独立行政法人

国立病院機構

設置 医

療機関

（ ）～（ ） 略

県外 施設

独立行政法人

国立重度知的障

害者総合施設

園法（平

成 年法律第

号）第 条

第 号 規定

施設（以下

「 園」

。）

債務

全部

大学院 修士課

程（大学院 修士

課程 修了 、

年以内 大学院

博士課程 進学

場合 、当該大

学院 博士課程）

修了 日

年以内 次 掲

施設

看護職員 業務

（ （ ） 掲

施設 助

看

護

職

員

修

学

資

金

年以上看護職員

業務 従事 場

合 限 。 場

合 、

施設

又 掲 施

設 該当

看護職員

業務 従事

期間 当該免

許取得後 、

当該 年間 期間

含

。）。

県内 施設

（ ）～（ ） 略

（ ） 児童福祉

法第 条第

項 規定

指定

国立療養所

（ ）～（ ） 略

県外 施設

心身障害者福

祉協会法（昭和

年法律第 号）

第 条第 項第

号 規定

福祉施設（以下

「福祉施設」

。）

債務

全部

大学院 修士課

程（大学院 修士

課程 修了 、

年以内 大学院

博士課程 進学

場合 、当該大

学院 博士課程）

修了 日

年以内 次 掲

施設

看護職員 業務

（ （ ） 掲

施設 助

の

に した

に る この

において これ

らの のうちイ
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に するもの
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の
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る

イ の
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り された
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と
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の

イ に げる

にあっては
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平成 年 月 日 火曜日 鳥 取 県 公 報 （号外）第 号15 10 14 1288

産師 業務、

（ ） 掲 施設

保健師

業務 限 。）

従事 、引 続

年間 業務

従事

（ （ ） 掲

施設 業務 従事

場合

、当該業務 従

事 前 、病院、

診療所又 介護老

人保健施設

年以上看護職

員 業務 従事

場合 限 。

場合 、

施設

又 掲

施設 該当

看護

職員 業務 従事

期間 修

士課程修了後

、当該 年間

期間 含

。）。

略

県外 施設

園

略

略

略

備考 略

産師 業務、

（ ） 掲 施設

保健師

業務 限 。）

従事 、引 続

年間 業務

従事

（ （ ） 掲

施設 業務 従事

場合

、当該業務 従

事 前 、病院、

診療所又 介護老

人保健施設

年以上看護職

員 業務 従事

場合 限 。

場合 、

施設

又 掲

施設 該当

看護

職員 業務 従事

期間 修

士課程修了後

、当該 年間

期間 含

。）。

略

県外 施設

福祉施設

略

略

略

備考 略

の イ

に げる

にあっては

の に る

に し き

き その

に したとき

イ に げる

の に

する にあって

は に

する に

は

におい

て

の に し

た に る こ

の において

これらの のう

ちイ はロに げ

る に する

ものにおいて

の に

した のうち

のも

のは

の に めるも

のとする

イ

ロ の

のぞみの

の イ

に げる

にあっては

の に る

に し き

き その

に したとき

イ に げる

の に

する にあって

は に

する に

は

におい

て

の に し

た に る こ

の において

これらの のう

ちイ はロに げ

る に する

ものにおいて

の に

した のうち

のも

のは

の に めるも

のとする

イ

ロ の

５

５

７

３

５

５

５

７

３

５

附 則

（施行期日）

条例 、公布 日 施行 。

（経過措置）

条例 施行 日前 看護職員修学資金 貸付 決定 受 者 条例 施行 際現 次 表 左

欄 掲 施設 看護職員 業務 従事 引 続 同表 右欄 掲 施設 看護

職員 業務 従事 場合 当該資金 返還 係 債務 免除 、改正後 貸付金 返還 係

債務 免除 関 条例 規定 、 従前 例 。

１

２

この は の から する

この の の に の けの を けた でこの の の に の の

に げる において の に しているものが き き の に げる において

の に する における の に る の については の の に

る の に する の にかかわらず なお の による



平成 年 月 日 火曜日 鳥 取 県 公 報 （号外）第 号15 10 14 128 9

児童福祉法（昭和 年法律第 号）第 条第 項

規定 指定 国立療養所

独立行政法人国立病院機構法（平成 年法律第 号）

第 条 規定 改正後 児童福祉法第 条第 項

規定 指定 独立行政法人国立病院機構

設置 医療機関

心身障害者福祉協会法（昭和 年法律第 号）第 条

第 項第 号 規定 福祉施設

独立行政法人国立重度知的障害者総合施設 園

法（平成 年法律第 号）第 条第 項第 号 規

定 施設

改 正 後 改 正 前

（手数料 徴収）

第 条 次 各号 掲 事務 、当該各号

定 額 手数料 徴収 。

（ ）～（ ） 略

（ ） 貸金業 規制等 関 法律（昭和 年法律

第 号）第 条第 項 規定 基 貸金業 登録

件 円

（ ） 貸金業 規制等 関 法律第 条第 項

規定 基 貸金業 登録 更新 件

円

（ ）～（ ） 略

（ ） 肥料取締法（昭和 年法律第 号）第 条第

項 規定 基 同項第 号 掲 普通肥料

登録 件 円

（ ） 肥料取締法第 条第 項 規定 基 同条

第 項第 号 掲 普通肥料 登録 件

円

（ ） 肥料取締法第 条第 項 規定 基 普通

肥料 登録 更新 次 掲 区分 応 、

定 額

肥料取締法第 条第 項第 号 掲 普通肥

料 件 円

肥料取締法第 条第 項第 号 掲 普通肥

料 件 円

（手数料 徴収）

第 条 次 各号 掲 事務 、当該各号

定 額 手数料 徴収 。

（ ）～（ ） 略

（ ） 貸金業 規制等 関 法律（昭和 年法律

第 号）第 条第 項 規定 基 貸金業 登録

件 円

（ ） 貸金業 規制等 関 法律第 条第 項

規定 基 貸金業 登録 更新 件

円

（ ）～（ ） 略

（ ） 肥料取締法（昭和 年法律第 号）第 条第

項 規定 基 同項第 号 掲 普通肥料

登録 件 円

（ ） 肥料取締法第 条第 項 規定 基 同条

第 項第 号 掲 普通肥料 登録 件

円

（ ） 肥料取締法第 条第 項 規定 基 普通

肥料 登録 更新 次 掲 区分 応 、

定 額

肥料取締法第 条第 項第 号 掲 普通肥

料 件 円

肥料取締法第 条第 項第 号 掲 普通肥

料 件 円

22 164 27 14 191

17 27

45 44 17

14 167 11
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150,000
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3,600
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鳥取県手数料徴収条例 一部 改正 条例 公布 。

平成 年 月 日

鳥取県知事 片 山 善 博

鳥取県手数料徴収条例 一部 改正 条例

鳥取県手数料徴収条例（平成 年鳥取県条例第 号） 一部 次 改正 。

次 表 改正前 欄中下線 引 部分（以下「改正部分」 。） 当該改正部分 対応 同表 改

正後 欄中下線 引 部分 改 。

の を する をここに する

の を する

の を のように する

の の の が かれた という を に する の

の が かれた に める

15 10 14

12 37

鳥取県条例第 号66



平成 年 月 日 火曜日 鳥 取 県 公 報 （号外）第 号15 10 14 12810

（ ）～（ ） 略

略

（ ）～（ ） 略

略

205 323 205 323

２ ２

発行所 鳥取県鳥取市東町一丁目 鳥 取 県 【定価 部 月 円（送料 含 ）】220 2,200１ １か を む｡

古紙配合率 ％再生紙 使用100 を しています

(URL:http://www.pref.tottori.jp)

附 則

（施行期日）

条例 、平成 年 月 日 施行 。 、第 条第 項第 号 第 号 改正 、公

布 日 施行 。

（経過措置）

改正後 鳥取県手数料徴収条例（以下「新条例」 。）第 条第 項第 号 規定 、 条例 施行

日（以下「施行日」 。）以後 貸金業 規制等 関 法律及 出資 受入 、預 金及 金

利等 取締 関 法律 一部 改正 法律（平成 年法律第 号。以下「改正法」 。）第 条

規定 改正後 貸金業 規制等 関 法律（昭和 年法律第 号。以下「新法」 。）第 条第

項 知事 貸金業者 登録（施行日前 月 当 日前 改正法第 条 規定 改正前 貸金

業 規制等 関 法律（以下「旧法」 。）第 条第 項 知事 貸金業者 登録 申請 係

除 。） 適用 、施行日前 旧法第 条第 項 知事 貸金業者 登録及 施行日以

後 新法第 条第 項 知事 貸金業者 登録 施行日前 旧法第 条第 項 知事

貸金業者 登録 申請（施行日前 月以内 除 。） 係 、 従前 例

。

新条例第 条第 項第 号 規定 、施行日以後 新法第 条第 項 更新 適用 、施行

日前 旧法第 条第 項 更新 、 従前 例 。
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